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オリンピックと 
持続可能な都市づくり 

自然エネルギー財団 常務理事 大野輝之 

 

【2015/4/7 シンポジウム「東京はロンドンを超えられるか」】 



オリンピックによる 
   環境破壊への批判 
    （1970年代から） 
短期間の大会のための巨大な施設建設が、 
自然環境を破壊することへの批判が強まる 
 
・１９７６年 米コロラド州デンバーがオリンピックを返上 
・１９９２年 アルベールビルオリンピックには特に強い批判 

「新しいホテルやリゾートに供給するために、貴重な水の蓄えを使い、
自然棲息地を破壊し、ローヌ川上流を「運河化」した。 

 

覆いのないむきだしの焼却、焼却プラント、埋め立て用地ゴミなどの
問題も指摘しなければならない」 



１９９２年 リオの地球サミット 
持続可能な開発 

・同年のバルセロナオリンピック 
      「地球への誓い」 
 
・１９９４年 オリンピックコングレス 
 「環境は、オリンピック精神の第３の柱」 
・１９９６年 オリンピック憲章を改正 



二つの「グリーンゲーム」 
 



地球１個分のオリンピック 



2016年立候補ファイル 




